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事業計画概要書（10号様式）押印

（事前協議終了）

注意点

※このフローは、申請内容に指摘事項が無い場合を示しています。

申請内容に指摘事項がある場合は、 計画の変更対応をいただくことにより記載され

ている期間を超過する場合があります。

事前協議事項の確認

防災課窓口、区HP、電話にてご確認ください。

防災課内審査 ※

最

長

一

週

間

程

度

防災関係協議書の提出（各１部）

確認書、周辺案内図、各階平面図、立面図を添付してください。

防災課より、審査終了の電話連絡

「墨田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例」
に基づく建築物を建設する事業者の方へ
墨田区危機管理担当防災課
電話　５６０８－６２０６（直通）　[image: image2.emf]集合住宅条例施行規則による防災課協議の流れ

事業計画概要書（10号様式）押印

（事前協議終了）

注意点

※このフローは、申請内容に指摘事項が無い場合を示しています。

申請内容に指摘事項がある場合は、 計画の変更対応をいただくことにより記載され

ている期間を超過する場合があります。

事前協議事項の確認

防災課窓口、区HP、電話にてご確認ください。

防災課内審査 ※

最

長

一

週

間

程

度

防災関係協議書の提出（各１部）

確認書、周辺案内図、各階平面図、立面図を添付してください。

防災課より、審査終了の電話連絡

FAX　５６０８－６４２５
· 備蓄倉庫等の整備
集合住宅内の住戸数及び住室数に応じ、下記の表のとおり、備蓄倉庫（什器類を含む。）を整備し、備蓄倉庫である旨の表示をしてください（墨田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例施行規則第１８条）。また、６階層以上の建物については、エレベーター停止時の備蓄物資の運搬の困難性を考慮し、５階層ごとに備蓄倉庫等の整備に努めてください。
住戸数及び住室数が２０未満の場合は、備蓄倉庫等の整備に努めてください。
	住戸数及び住室数
	備蓄倉庫の規模

	２０以上５０未満
	床面積３平方メートル以上かつ高さ２メートル以上

	５０以上１００未満
	床面積５平方メートル以上かつ高さ２メートル以上


※備蓄倉庫の高さは平均ではなく、最も低い箇所が２メートル以上となるよう整備してください。
※床面積は、基本的に壁芯で計算しますが、備蓄倉庫内に柱、点検口、地下ピット等が含まれる場合には、該当箇所を除いた床面積での協議をお願いしています。
※平面図には、床面積の算出方法が分かるように寸法の記載をお願いします。
※備蓄倉庫内には３日分の飲料水・食糧の備蓄の他、救出救助工具等の整備をお願いします。
◆　防災行政無線へ影響のある場合
開発行為に伴い、区が災害時に避難指示等の情報伝達をするため設置している「防災行政無線（屋外スピーカー）」の音響に影響がある場合は、弊害の解消に向けて区と協議することを確認しています。そのため、防災関係協議書を提出する際に、建築主及び設計者名を記載し押印された確認書を提出してください。

建築に伴い、固定系無線の音響又は電波に弊害が生じる場合には、既設の屋外スピーカーの調整、現地調査等をさせていただきます。調査の結果、移設等の措置が必要と判断された場合には、当該建築物の事業者に、新たな設置場所や移設の工期、措置に係る費用及び移設後の電気使用料の負担等について区と協議していただくことになります。協議により決定した内容で、屋外スピーカーの移設等を行います。
　　　区との協議に応じていただくことの確認のため、確認書の提出をお願いします。

※詳細は、別紙「防災行政無線への弊害の解消について」をご覧ください。

◆　防災行政無線の難聴地域に建設する場合
既存の防災行政無線へ影響がない場合でも、難聴地域に建設の場合、建物への防災行政無線の設置について、協力のお願いをする場合があります。

◆住戸数及び住室数が１００以上の場合

　　集合住宅内の住戸数及び住室数が１００以上の場合については、墨田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例施行規則第４条の２の規定により以下の２つの要件を満たす備蓄倉庫を整備してください。
1 住戸数及び住室数１００毎に１か所追加してください。（１か所当たりの規模は、床面積５平方メートル以上かつ高さ２メートル以上としてください。）
※備蓄倉庫の高さは平均ではなく、最も低い箇所が２メートル以上となるよう整備してください。
※②の要件を満たしていれば、同一階に備蓄倉庫を複数箇所整備しても問題ございません。

	住戸数及び住室数
	設置する備蓄倉庫数

	　１００以上２００未満
	　２か所以上

	　２００以上３００未満
	　３か所以上

	　３００以上４００未満
	　４か所以上


②　避難階（※）及びいずれの階から数えても５を超えない階に設置してください。
※避難階とは「直接地上へ通ずる出入口のある階」を指します。
	８階

	７階

	６階

	５階

	４階

	３階

	２階

	１階（避難階）



	防災課へ提出していただく防災関係協議書について

防災関係協議書は、案内図・平面図・立面図及び確認書を添付して提出してください。防災課での協議の流れは、別紙のとおりです。



本件の対象は、墨田区集合住宅の建築に係る居住環境の整備及び管理に関する条例第2条に定義する次のいずれかに該当するものです。


ア　住戸数又は住室数が１５以上の共同住宅、寄宿舎又は長屋の用途に供する建築物


イ　地階を除く階数が3以上かつ住戸数又は住室数が１０以上の共同住宅、寄宿舎又は長屋の


用途に供する建築物

















※以下、同様に追加





例)８階建て、1階が避難階の場合の考え方





ある階から見て、上の階または下の階いずれか５階層以内に備蓄倉庫を設置していただく必要がございます。





例えば８階から見た場合、５階層下は３階となるので３階以上に設置してください。


２階から見た場合、５階層上は７階となるので７階以下に設置してください。





いずれの階でも同様に考えます。左記の例では３階から６階のいずれかに1か所と任意の階に1か所設置していただくと要件を満たします。


（住戸数および住室数が１００以上２００未満の場合）
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事業計画概要書（10号様式）押印
（事前協議終了）

　注意点
　※このフローは、申請内容に指摘事項が無い場合を示しています。
　　 申請内容に指摘事項がある場合は、　計画の変更対応をいただくことにより記載され
　ている期間を超過する場合があります。

　

事前協議事項の確認
防災課窓口、区HP、電話にてご確認ください。

防災課内審査　※

最長一週間程度

防災関係協議書の提出（各１部）
確認書、周辺案内図、各階平面図、立面図を添付してください。

防災課より、審査終了の電話連絡




